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幼児の創造的表現活動について
北 澤 房 子
ま え が き
幼稚園教育要領では,音楽リズムのねらいを,以下の4項目にまとめている｡
1. のびのびと歌ったり,楽器をひいたりして表現の喜びを味わう｡
2. のびのびと動きのリズムを楽しみ表現の喜びを味わう｡
3. 音楽に親しみ聞くことに興味をもつ｡
4.感じたこと,考えたことなどを音や動きに表現しようとする｡
このことからもわかるように,音楽リズムの活動は,音楽的活動 (うたう,ひく,きく)と
リズム的活動 (おどる)から成り立っている｡
特に幼児の知的発達と情緒的発達の過程をふまえた創造性を養うことに関しては,幼稚園
教育要領,第1章総則,1基本方針(5)で ｢のびのびとした表現活動を通して創造性を豊かに
するようにすること｡｣というように創造的表現活動の必要性,幼児が表現したい欲求,能力
を十分発揮できる環境づくりが必要であると述べている｡
そこでよりよい創造的表現活動を行なうための指導目標,指導内容について考 えてみた
い｡
1 創造的表現活動における指導 目標
創造的表現活動は,人間が共通に持っている自己実現の方法である｡
満 3歳頃になると,自我にめばえ,自分を主張し相手に認められようとする｡そ の方法
は,言葉や表情,袷,身体の動きによる方法等,様々である｡
そういう特性をふまえた上,指導目標を列挙し,考えてみたい｡
指 導 目 標
(1) 幼児の自発性,創造性を重視する｡
(2) イメージを素直に表現できるようにさせる｡
幼児は嬉しい時には,顔をほころばせ,手をたたき,スキップをしとびまわる｡
歌いながら遊び,遊びながら歌い,模倣し,イメージをふくらませ遊びを展開していく｡
その活動を通して身体諸器官の発達を促し,自然や社会との交わりの中で自発性,協調性,
創造性が培われるのである｡
創造的表現活動においては,幼児の自由な心の表出手段としての側面を,見逃してはなら
ない｡と同時に意図的な配慮も必要である｡
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2 創造的表現活動における内容
(1) リズミカルな動き
リズムとは,四季の変化,潮の干満,昼夜の別,生物の生死,心臓の鼓動,草木の芽生え
日々の生活など生命現象,自然現象の根本法則で,リズムをとりのぞいて,生活 はで きな
い｡
又音楽におけるT)ズムとは,一定の時間間隔の中で変化する音の強弱,音の長短の秩序で
ある｡これが規則的に繰り返され,リズムが生じる｡
このリズムの要素とは,アクセント,反復,タイミング,テンポなどをさし,どれ1つを
欠いても,リズムの悪い人となる｡
リズムは,人間の本性であり,生まれながらに持っているものである｡
リズムは運動神経を-て,筋肉運動をおこすと,リズム運動と呼ばれる｡
リズム感を何らかの意図をもって訓練 (リズム教育)すると,リズム能力に変わる｡
どんなにすぼらしい感覚の持主でも自己練磨しないかぎり,役立たない｡
リズム能力のある人は,リズミカルで,合理的にスムーズな行動がとれ,新しい生活環境
にもすく小とけこみ,社会生活が円満にできるといわれているO
このことからも,リズムは,エネルギーの経済化をはかり,l)ズム能力は,生活を円滑化
するものであるといえる｡
特に幼児においてほ,リズムが直接感情に働きかけ,運動を透発し知的発達の促進を,助
けている｡
このことからも,幼児期において,自分が感じるリズムを育て発展させること｡リズムの
生活化ということを,より重要祝し,取り組まなければならない｡
(2) 創 造 的 表 現
領域 "音楽リズム"では,音楽とリズム活動と2つの内容を持っている｡
1)ズム活動は,一般的には,遊戯ともよばれ,創造的な表現活動をも含んでいる｡この表
現活動とは,内面的な心の働きを外面的に,形象化する活動であり,だれもが持っている本
能的な欲求である｡これは又,身体の動きをとうして視覚に訴える自己主張の方法でもある｡
この創造的表現活動をするには,物事に対してより深く,豊かに感じる心,そしてそれを
よりよく表現する為には,自分の思うままに,よく動くからだが,必要である｡
幼児は,目に見えるもの,耳に聞こえるもの,手に触れることができるもの,には興味を
示し,集中していく｡
そして,その行動は,楽しいこと,嬉しいこと,には特に敏感にダイナミックな行動で反
応する｡この行動により,感じ方も大きく,深いものとなり,より多くの感覚が育っていく｡
このことからも指導者は,幼児により多くの経験を与えることが必要であり,それにより
自然と感覚がみがかれ,表現能力も高まってくる｡
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又一方,幼児は,精神的な面の発達に伴って,運動機能が発達する時期である｡特に,衣
る,きく,かく小,あじわう,ふれる,の五感でとらえることのできるものに対しては,身体
全体で表現する｡
この運動により,イメ-ジがより豊かになり,知的発達を促し,運動機能をも高めるo
又運動することにより,喜びが大きくなり,感じるJLlもより大きく,深くなり積極的にイ
メ-ジをよびおこすのである.
このように精神的なものと,身体的なものとが互いに密接に結びつき成 りたっている｡
日 生々活を豊かに模索し,そして発見し,さまざまな試行錯誤をくり返し,全人格をかけ
対象に向かうことができるような配慮が必要である｡
お わ り に
"心"の入った表現は的確で美しく,人に感銘を与える｡
いいかえれば,内容のない動き,動きのない内容は,表現とはいえない｡
表現活動には,心と動きが必要であり,この構成は,身体的要因,時間的要田,空間的要
田の結合である｡すなわち豊かに感じる心が出発点となる｡
そして感じたままの自分の考えを素直に出し,日常生活で経験している様 な々動きを,模
倣したり,誇張しながら新しい動きをつくっていく｡
幼稚園における創造的表現活動は,聞く,歌う,ひく,おどる,などの活動と共に,他の
領域と総合して行われることが,より教育的であると考える｡特に身体の動きに割 りあてら
れた時間は,ごく限られた時間しかなく,この中でより楽しく,自ら好んで伸び伸びと活動
でき,イメージを大きくふくらましていけるような効果的な内容は,リズミカルな動きの訓
練と,創造的表現活動,創造的表現活動から発展,展開する劇あそび,がより効果的な内容
ではないかと考える｡
それも既成のつくられたものではなく,ごく普通の日常生活の中での言葉,話題から話し
をつくり,そこに歌をつけ踊ってみたら,よりいっそう楽しいものになる｡
幼児期の活動は未分化である｡未分化だからこそ,いろいろな要素が入 りまじり,総合さ
れた発表の場があれば,人の心を動かす作品が,できるのではないだろうか｡
こういう経験こそ未来の大きな礎になることと信じている｡
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